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工
学
部
開
設
で
製
造
業
支
援

　
―
情
報
理
工
学
部
を
改
組

し
て
工
学
部
を
開
設
す
る
狙

い
に
つ
い
て
。

　
「
情
報
理
工
学
部
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
を
中
心

に
バ
ー
チ
ャ
ル
な
モ
ノ
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現

在
の
モ
ノ
づ
く
り
は
機
械
系

や
電
気
電
子
系
な
ど
と
情
報

系
と
の
リ
ン
ク
が
重
要
に
な

っ
て
お
り
、
実
際
に
モ
ノ
づ

く
り
を
行
う
学
科
を
設
け
る

必
要
性
を
感
じ
た
。
人
間
に

例
え
る
と
情
報
系
が
神
経
で

機
械
系
と
電
気
電
子
系
は
筋

肉
。
両
方
を
統
括
で
き
る
学

生
、
研
究
者
を
育
て
た
い
」

　
―
中
部
地
区
で
工
学
系
学

部
の
人
気
は
高
い
で
す
が
、

中
京
大
学
の
位
置
づ
け
は
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
へ
の
学

生
の
関
心
が
高
い
う
え
、
中

部
地
区
で
は
機
械
系
や
電
機

系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
足
り
な

い
と
聞
く
。
工
学
部
の
定
員

３
０
０
人
に
対
し
て

倍
以

上
の
約
６
３
０
０
人
が
受
験

し
、
工
学
部
の
人
気
と
必
要

性
を
実
感
し
た
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
グ
ル
ー
プ
企
業
や
三

菱
電
機
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な

ど
民
間
出
身
の
教
員
を
多
く

集
め
た
の
で
実
践
的
な
教
育

を
重
視
し
、
名
古
屋
大
学
や

名
古
屋
工
業
大
学
に
続
く
レ

ベ
ル
を
目
指
す
」

　
―
す
で
に
多
く
の
大
学
が

工
学
系
の
学
部
を
持
つ
中
、

特
徴
を
ど
う
出
し
ま
す
か
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で

弟
子
が
親
方
を
見
な
が
ら
技

術
を
習
得
す
る
よ
う
に
、
教

員
と
学
生
が
対
面
し
て
指
導

す
る
機
会
を
増
や
す
。
学
生

が
日
常
的
に
集
ま
る
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
ゼ
ミ
室
や
研

究
室
と
直
結
さ
せ
、
教
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
や
す
く
す
る
。
中
京
大

学
の
学
生
は
世
界
的
に
活
躍

す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
多
い

影
響
か
ら
か
、
元
気
さ
が
際

立
つ
よ
う
だ
。
工
学
部
出
身

の
学
生
も
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
各
企
業
の

現
場
を
活
気
づ
け
ら
れ
る
人

材
を
輩
出
で
き
る
だ
ろ
う
」

　
―
中
部
の
モ
ノ
づ
く
り
の

底
力
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
「
自
動
車
産
業
な
ど
は
裾

野
が
広
い
た
め
、
人
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

助
け
合
い
な
が
ら
事
業
展
開

し
て
き
た
。
共
同
で
器
用
に

丁
寧
に
モ
ノ
づ
く
り
を
行
う

文
化
が
あ
り
、
高
品
質
な
部

品
、
製
品
を
作
る
能
力
が
高

い
。
こ
の
文
化
に
溶
け
込
み

や
す
い
学
生
を
育
て
て
地
元

企
業
に
就
職
し
て
も
ら
い
、

地
域
へ
の
貢
献
度
を
高
め
た

い
」

　
―
製
造
業
の
今
後
の
課
題

を
。

　
「
国
内
は
人
口
減
で
消
費

が
伸
び
に
く
い
た
め
、
海
外

で
発
展
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
。
日
本
の
技
術
を
そ
の
ま

ま
移
す
の
で
は
な
く
、
各
地

域
の
文
化
に
合
わ
せ
て
生
産

や
販
売
が
し
や
す
い
よ
う
に

改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。
改

良
に
は
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る

が
、
中
京
大
学
で
学
べ
ば
そ

の
能
力
も
十
分
身
に
付
け
ら

れ
る
は
ず
だ
」

多
能
工
化
進
め
技
術
力
向
上

　
―
足
元
の
景
況
を
ど
う
み

て
い
ま
す
か
。

　
「
自
動
車
関
連
は
、
暗
く

な
る
材
料
は
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
。
特
に
中
国
や

イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

な
ど

新
興
国
で
は
、
燃
費
が
良
く

環
境
対
応
の
自
動
車
へ
の
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
期
待
で
き

る
。
エ
ン
ジ
ン
や
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
足
回
り
な
ど

新
た
な
ユ
ニ
ッ
ト
系
部
品
生

産
が
堅
調
に
推
移
す
る
の
で

は
な
い
か
。
当
社
の
工
作
機

械
は
、
完
成
ま
で
に
６
カ
月

―
１
年
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

も
の
が
中
心
で
、
既
に
受
注

済
み
の
案
件
も
多
く
、

年

度
も
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き

高
水
準
を
維
持
で
き
る
」

　
―
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る

ワ
イ
ヤ
ソ
ー
の
見
通
し
は
。

　
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や

太
陽
光
発
電
関
連
は
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
み
て
い
る
。

中
国
の
金
融
引
き
締
め
や
欧

州
の
太
陽
光
発
電
導
入
補
助

金
カ
ッ
ト
な
ど
で
需
要
の
先

行
き
が
読
み
に
く
い
。
そ
の

た
め
新
規
の
用
途
開
発
に
力

を
入
れ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

に
使
用
さ
れ

る
サ
フ
ァ
イ
ア
系
の
切
断
な

ど
シ
リ
コ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
よ

り
硬
い
材
料
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。
硬
く
て
も
ろ
い
材
料

を
き
れ
い
に
カ
ッ
ト
で
き
れ

ば
用
途
は
拡
大
す
る
」

　
―
４
月
１
日
付
で
大
幅
な

組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
製
品
別
事
業
部
制
か
ら

販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
設
計
を

さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
機

能
ご
と
に
区
分
す
る
組
織
に

移
行
し
た
。
完
全
子
会
社
の

ト
ヤ
マ
機
工
を
吸
収
合
併
し

機
械
加
工
か
ら
組
み
立
て
ま

で
の
一
貫
体
制
を
構
築
し

た
。
効
率
化
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
や
担
当
商
品
拡

大
で
営
業
を
強
化
し
収
益
向

上
を
狙
う
。
レ
ー
ザ
ー
事
業

は
、
量
産
維
持
を
含
む
生
産

以
外
の
開
発
・
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
機
能
を
コ
マ
ツ
産
機

石
川
県

に
移
管
す
る
こ

と
で
シ
ナ
ジ
ー

相
乗
効

果

を
見
込
む
。
新
た
に
品

質
保
証
本
部
や
サ
ー
ビ
ス
本

部
、
人
材
開
発
部
を
設
け

た
。
高
い
品
質
が
生
き
る
道

で
あ
り
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
も
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

ま
た
、
技
能
伝
承
で
き
る
体

制
を
つ
く
り
、
多
能
工
化
を

進
め
社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
」

　
―
今
後
の
事
業
展
開
を
。

　
「
北
陸
地
域
は
勤
勉
で
真

面
目
な
人
が
多
く
、
手
を
か

け
て
い
い
も
の
を
作
ろ
う
と

い
う
モ
ノ
づ
く
り
が
発
展
す

る
素
地
が
あ
る
。
引
き
続
き

こ
の
地
域
で
生
産
は
続
け

る
。
た
だ
、
ま
だ
円
高
と
い

う
認
識
で
鋳
物
や
材
料
な
ど

は
海
外
調
達
の
割
合
を
増
や

す
。
営
業
と
サ
ー
ビ
ス
部
門

は
、
常
に
ユ
ー
ザ
ー
の
近
く

に
置
き
た
い
。

年
度
に
メ

キ
シ
コ
と
中
国
・
重
慶
に
営

業
・
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
開
設

し
た
。
今
後
も
ロ
シ
ア
を
含

め
た
東
欧
や
南
米
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
な
ど
で
１
、
２
カ
所
検

討
し
て
い
る
」

北川薫氏中京大学学長桃井克志氏コマツＮＴＣ社長

　中京大学は４月に情報理工学部を
改組して工学部を開設した。機械シ
ステム工学科、電気電子工学科、情
報工学科、メディア工学科の計４学
科を備え、モノづくりとＩＴを融合

した教育や研究を目指す。少子化の
中でどのような特徴を出して学生を
集め、教育や研究の強化につなげる
のか、北川薫学長に聞いた。

（市川哲寛）

　 年４月１日にコマツ工機と合
併するとともに、本社を東京から富
山県南砺市へ移転、同時に社長に就
任し、新生コマツＮＴＣをけん引し
て３年目に入る。コマツグループ産

業機械分野主軸の総合工作機械メー
カーとして北陸地域で基盤を固め、
事業展開を進める桃井克志社長に現
状と今後の展開を聞いた。

（富山支局長・渡辺大介）

情報とモノづくりを連携高品質とサービス武器に
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（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ４月２４日 水曜日 　　


